別記様式1．　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申込日：　　　年　　月　　日
公益社団法人　中央畜産会　
会長　森山　𥙿　　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　氏名又は名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者の役職及び氏名　　　　㊞　
　　　　　　　

JGAP　個別審査申込書

JGAP認証を取得したいので、次のとおり申請します。
１　申請農場の基本情報
	（１）申請農場

	ⅰ）農場名　
	組織名　：

	
	農場名　：

	ⅱ）農場所在地
（書類送付先が異なる場合は（）内に記載）
	住所　：　（〒　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	ⅲ）農場責任者
	役職名
	氏名

	
	　
	　

	ⅳ）連絡窓口・担当者
	氏名：　　　　　　　　　　　役職名

	　　・電話・FAX
	電話：                      ・FAX

	　　・携帯・メール
	携帯：　　　　　　　　　　　・Email:

	（２）農場へのアクセス

	　・農場の最寄り駅
	　

	　・最寄りのホテル
	　

	　・ホテルの最寄り駅
	


◎連絡窓口（担当者、電話・FAX、携帯・メール）に変更が生じた場合には速やかに
JGAP審査申込担当（jgapshinsa@sec.lin.gr.jp）あてご連絡ください。

２　審査・認証の基本情報
	（１）通常審査と差分審査の別
	　□JGAP審査・認証　　　　□JGAP差分審査・認証

	
	　（通常審査）　　　　　　（差分審査）

	農場HACCP認証を受けている場合の有効期限
	　　　　年　　月　　日

	（２）審査の種類と
有効期限（初回を除く）

	　□初回　　　　　　□維持　　　　　　　□更新

	
	JGAP認証書の有効期限

	　　　　年　　月　　日

	（３）審査希望時期　
	第1希望
	第2希望

	
	　　　　　　年　　月
	　　　　年　　月

	　　　ダウンタイム
	（他の畜産施設訪問からの時間・日数）：

	（４）構築指導者名
	　　

	[bookmark: _Hlk135303058]（５）認証基準及び審査基準

	　①認証基準
	JGAP農場用管理点と適合基準の版
□(家畜・畜産物)2017　□ (畜産)2022_1　□ (畜産)2022_2

	　②審査基準
（差分審査の場合）
	JGAPと農場HACCP認証基準との差分に関する文書の版
□2017　　　　　□2022　　　　　□2022_2　　　　　

	（６）認証の対象となる品目及び工程

	　①品目

	□乳用牛・生乳　□肉用牛　□豚　□採卵鶏・鶏卵　□肉用鶏　□生乳　□鶏卵


	　②工程　　
	□飼養・畜産物取扱い、□飼養・畜産物取扱い・自給飼料生産





３　申請時に必要な書類
	書類番号
	チェック
	申込書に書類番号の１～⒒の書類（1、5及び10は該当する場合）を添付して提出してください。他に必要な書類がある場合（通常審査の初回、更新時）は、JGAP認証審査担当からご連絡いたします。

	
	
	

	
	
	

	1
	□
	農場HACCP認証書（該当する場合）
	写し

	
	
	
	　

	2
	□
	組織図
	任意の書式

	
	
	　　　経営者、農場の各部門の責任者名
	　

	3
	□
	農場の全体図
	任意の書式

	
	
	　　　施設の配置、周辺の様子
	　

	4
	□
	畜舎・施設・倉庫等の基本情報
	別紙の4　　　

	
	
	　　　審査対象範囲の確認
	　

	5
	□
	草地等の基本情報（該当する場合）
	別紙の5　　　

	
	
	　
	　

	6
	□
	生産工程の基本情報（差分は不要）　
	任意の書式

	
	
	　生産工程の概要（フロー図など）
	　

	7
	□
	「アニマルウェルフェアに関する飼養衛生管理指針」に基づく確認と記録
	任意の書式

	8
	□
	労働者の基本情報
	別紙の8　　　

	
	
	　　　労働者の有無他
	　

	9
	□
	審査員の農場入場時の条件に関する情報
	任意の書式　　　

	
	
	　　　
	　

	10
	□
	外部委託の情報（該当する場合）
	別紙の10　　　

	
	
	　工程名、委託先の名称、住所など。契約書（写）
	　

	11
	□
	自己点検の是正完了に対する確認
	任意の書式

	
	
	１(5)②でチェックした審査基準で点検のこと
	


＊詳しくは、JGAP総合規則【畜産】2022の10.2を参照してください。



別紙　（申請時に必要な書類）
	申込書の関連情報（総合規則　10.2）
	
	
	
	

	４　畜舎・施設・倉庫等の基本情報
	
	
	
	

	（1）
	畜舎：一農場において衛生管理区域が複数に分かれる場合（個々の衛生管理区域をサブサイトとします）は、サブサイトごとにまとめて作成してください。所在地が同一のサブサイトについては備考で区別ください。例：サブサイト１，〃A等
その他の施設等がサブサイトごとにある場合は、同様に備考を活用して区別ください。

	
	　
	畜舎名
	所在地
	移動時間
	床面積
	収容可能頭羽数
	備考

	
	1
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	2
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	3
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	4
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	5
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	
	収容可能頭羽数計
	
	

	（2）
	その他の施設
	
	
	
	
	

	
	　
	施設名
	所在地
	移動時間
	床面積
	備考
	

	
	1
	　
	　
	　
	　
	
	

	
	2
	　
	　
	　
	　
	
	

	
	3
	　
	　
	　
	　
	
	

	
	4
	　
	　
	　
	　
	
	

	
	5
	　
	　
	　
	　
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	（3）
	畜産物取扱い施設　（乳用牛の生乳、採卵鶏の卵の取扱い施設がある場合のみ）

	
	
	取扱い品目：
	　

	施設の保管可能数量：
	　
	　

	
	ア　乳用牛
	
	
	
	
	

	
	
	施設名
	所在地
	移動時間
	搾乳方式
	搾乳頭数
	備考

	
	1
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	2
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	
	　

	
	イ　採卵鶏
	
	
	
	
	

	
	
	施設名
	所在地
	移動時間
	保管方式
	備考
	

	
	1
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	2
	　
	　
	　
	　
	　
	

	


	
	
	
	
	
	
	

	
（4）
	
家畜排せつ物管理施設
	
	
	
	

	
	
	施設名
	所在地
	移動時間
	床面積
	処理方法
	

	
	1
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	2
	　
	　
	　
	　
	　
	

	                                            
（5）倉庫の基本情報　主要保管物：飼料、動物医薬品、機械、燃料等

	
	　
	名称（識別）
	所在地
	移動時間
	主要保管物(*)
	

	
	1
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	2
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	3
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	4
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	5
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	５　草地の基本情報　（該当する場合のみ）
	
	
	
	

	
	　
	名称（識別）
	所在地
	作付けする飼料作物名
	
	

	
	1
	　
	　
	　
	
	

	
	2
	　
	　
	　
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	８　労働者の基本情報
	
	
	外国人
	

	
	　
	従業員
	人数（うち外国人）
	労災保険の有無
	派遣会社
	就労許可

	
	1
	家族
	人
	あり□　なし□
	　
	　

	
	2
	常勤雇用者
	　人（外国人：　　人）
	あり□　なし□
	　
	　

	
	3
	臨時雇用者
	　人（外国人：　　人）
	あり□　なし□
	　
	　

	
	4
	その他
	　人（外国人：　　人）
	あり□　なし□
	　
	　

	
	　
	計
	　人（外国人：　　人）
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	外国人労働者について
	
	
	
	

	
	
	派遣会社
	国籍
	人数
	就労ビザなどの確認
	伝達可能な言語

	
	
	　
	　
	
	　
	　
	　
	　

	
	
	　
	　
	
	　
	　
	　
	　

	
	
	　
	　
	
	　
	　
	　
	　

	
	
	　
	　
	
	　
	　
	　
	　

	
	
	
	
	
	
	
	

	１０　外部委託先の情報　（生産工程内作業などを外部の事業者に委託した内容）

	
	
	工程名
	委託先の名称・住所
	連絡先
	第三者認証の有無

	
	1
	　
	　　
	　　
	

	
	2
	　
	　　
	　　
	

	
	3
	　
	　　
	　　
	



別記様式２　基準に基づく関連文書リスト
2.1（2017）
	☑
	項目
	農場における
対応文書
	備考
	確認欄
(審査員用）

	A．経営の基本
	
	
	

	□
	  １．農場管理の見える化　　　　　　　　　　　　　　　
	　
	　　　　
	

	□
	  ２．経営者の責任　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	　
	　　　　
	

	□
	  ３．計画及び実績評価　　　　　　　　　　　　　　　
	　
	　　　　
	

	□
	  ４．飼養衛生に関する管理　　　　　　　　　　　　　　
	　
	　　　　
	

	□
	  ５．放牧の管理（＊）　　　 　
	　
	　　　　
	

	□
	  ６．生産工程におけるリスク管理　　　　　　　　 　
	　
	　　　　
	

	□
	  ７．アニマルウエルフェア　　　　　　　　　　　　 
	　
	　　　　
	

	□
	  ８．食品防御　　　 
	　
	　　　　
	

	□
	  ９．供給者の管理（＊）　　　　　　　　　　　 
	　
	　　　　
	

	□
	１０．商品管理                         　　　
	　
	　　　　
	

	□
	１１．苦情・異常・ルール違反への対応　　　       
	　
	　　　　
	

	□
	１２．識別とトレーサビリティ　　　　　　　        　 　
	　
	　　　　
	

	Ｂ．経営資源の管理
	
	

	□
	１３．責任者及び教育訓練                  
	　
	　　　　
	

	□
	１４．人権・福祉と労務管理　　　　　　　　　　　
	　
	　　　　
	

	□
	１５．作業者及び入場者の衛生管理           
	　
	　　　　
	

	□
	１６．労働安全管理及び事故発生時の対応　　　
	　
	　　　　
	

	□
	１７．動物用医薬品等の管理　　　　　　　　　　　
	　
	　　　　
	

	□
	１８．施設の管理
	　
	　　　　
	

	□
	１９．機械・設備、運搬車両、掃除道具等の管理
	　
	　　　　
	

	□
	２０．エネルギー等の管理、地球温暖化防止
	　
	　　　　
	

	□
	２１．廃棄物の管理及び資源の有効利用
	　
	　　　　
	

	□
	２２．周辺環境への配慮及び地域社会との共生
	　
	　　　　
	

	□
	２３．生物多様性への配慮
	　
	　　　　
	

	C．生産資材等の管理
	
	

	□
	２４．精液・受精卵・素畜の管理
	　
	　　　　
	

	□
	２５．飼料の管理
	　
	　　　　
	

	□
	２６．敷料の管理
	　
	　　　　
	

	D．自給飼料生産工程の専用項目（＊）
	
	

	□
	２７．草地等の立地に関する管理
	　
	　　　　
	

	□
	２８．種子の管理は、「努力」につき除外
	　
	　　　　
	

	□
	２９．農薬・肥料等の管理
	　
	　　　　
	

	□
	３０．環境保全を主とする取り組み
	　
	　　　　
	

	□
	３１．飼料生産工程の情報管理
	　
	　　　　
	



別記様式２　基準に基づく関連文書リスト
2.2（2022_1、2）　
	☑
	項目
	農場における
対応文書
	備考
	確認欄
（審査員用）

	共通項目
	
	
	

	□
	  １　農場管理の見える化　　　　　　　　　　　　　　　
	　
	　　　　
	

	□
	  ２　経営者の責任　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	　
	　　　　
	

	□
	  ３　人権の尊重と労務管理　　　　　　　　　　　　　　　
	　
	　　　　
	

	□
	  ４　教育訓練・入場者への注意喚起
	　
	　　　　
	

	□
	  ５　外部組織の管理
	　
	　　　　
	

	□
	  ６　商品管理
	　
	　　　　
	

	□
	  ７　生産工程におけるリスク管理
	　
	　　　　
	

	□
	  ８　作業者および入場者の衛生管理
	　
	　　　　
	

	□
	  ９　労働安全管理および事故発生時の対応
	　
	　　　　
	

	□
	１０　設備・機械等の管理
	　
	　　　　
	

	□
	１１　エネルギー等の管理、地球温暖化防止
	　
	　　　　
	

	□

	１２　廃棄物の管理および資源の有効利用
	　
	　　　　
	

	□
	１３　周辺環境・生物多様性への配慮
	
	
	

	L　畜産専用項目

	□
	L１　家畜の飼養管理
	　
	　　　　
	

	□
	L２　家畜排せつ物の管理
	　
	　　　　
	

	□
	L３　動物用医薬品の管理
	　
	　　　　
	

	□
	L４　水の管理
	　
	　　　　
	

	□
	L５　精液・受精卵・導入家畜の管理
	　
	　　　　
	

	□
	L６　飼料の管理
	　
	　　　　
	

	□
	L７　敷料の管理
	　
	　　　　
	

	□
	L８　識別管理
	　
	　　　　
	

	□
	M　生乳専用項目
	
	
	

	□
	E　鶏卵専用項目
	
	
	

	F　自給飼料専用項目　　　　

	□
	F１　草地等の立地に関する管理
	　
	　　　　
	

	□
	F２　種苗の管理
	　
	　　　　
	

	□
	F３　農薬・肥料等の管理
	　
	　　　　
	

	□
	F４　環境保全を主とする取組み
	
	
	

	□
	F５　飼料生産工程の情報管理
	
	
	





